
―　 ―35

第64巻第15号「厚生の指標」2017年12月

目的　今日，少子化や核家族化の進行，地域とのつながりの希薄化などの大きな社会変化を背景に，
児童やその家庭を取り巻く環境が厳しい状況の中，保育士や保育所は地域やその家庭の子育て
支援を担うためにソーシャルワーク機能を果たすことが求められている。そこで，本研究では，
保育士個人として必要な支援スキルだけでなく，保育所組織としての実践環境に着目した保育
ソーシャルワークの構成概念を明らかにし，実践環境をアセスメントするための尺度を開発す
ることを目的とした。

方法　2017年 2 月15日～ 3月31日にかけて調査を実施した。先行研究から，保育ソーシャルワーク
に関する40項目の質問項目を採用し，長野県保育園連盟保育部会に所属する保育園に在籍して
いる保育士480名を対象に郵送留置調査法を実施し，回収数は350名（回収率72.9％）であった。
その中から，保育ソーシャルワークに関する項目において，無回答数が全体の 5％以下（ 2項
目以下）の346名を分析対象者とした。分析方法として，保育ソーシャルワークの項目に対し
探索的因子分析を行った。信頼性については，内的整合性（Cronbachのα係数）を算出した。

結果　保育ソーシャルワークの探索的因子分析の結果，「権利侵害の知識とその対応方法」「子育て
支援のための知識と活動」「家庭・保護者との援助関係」「支援の限界と専門機関との連携の理
解」「保育所内における情報共有」「保育所内における職員の連携」の 6つの下位尺度から構成
された。各下位尺度のα係数は0.61～0.85であり， 6因子構造が示された。さらに， 6つの下
位尺度を構成する項目が同一因子に0.4以上の因子負荷量を有し，構成概念の妥当性をある程
度確保していることも示唆された。

結論　本研究において抽出された因子は，先行研究から得られた理論的構造とほぼ一致しており，
ある程度の信頼性と妥当性が確認された。とくに，専門機関との連携においては，その認識と
して保育士や保育所の支援の限界を理解することに相関がみられ，連携のあり方についての示
唆が得られた。今後の課題としては，尺度の改良を重ね，さらなる信頼性と妥当性の確保や実
際の保育現場で活用されるよう実用化のためのツール開発もあわせて行っていく必要がある。
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Ⅰ　緒　　　言

　今日，三世代世帯の減少1）や地域社会とのつ
ながりの希薄化2）などの大きな社会変化を背景
に，児童やその家庭を取り巻く環境が厳しい状

況の中，保育所は地域やその家庭の子育て支援
を担う重要な存在として期待されている。2008
年の児童福祉法改正および同年の保育所保育指
針改訂によって，保育所は当該保育所に在籍す
る乳幼児の保育を行うだけでなく，地域の住民
に対して子育てに関する情報を提供したり，相
談に応じたりするという新たな任務を担うもの＊松本短期大学幼児保育学科助教
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として位置づけられている3）。こ
のような保育所の任務の拡大に
伴って，保育士にも新たな役割が
求められており，児童福祉法にお
いて「保育所に勤務する保育士は，
乳児，幼児の保育に関する相談に
応じ，及び助言を行うために必要
な知識及び技能の修得，維持及び
向上に努めなければならない。」と定められて
いる（児童福祉法48条の 4  2 項）。これは，保
護者に対する保育指導を行うことなど，家庭全
体を視野に入れて支援することが保育士に求め
られていることを示すものである。具体的には，
親の子育ての相談に応じその不安の軽減を目指
すケースワークや，親子交流を促進したりする
グループワーク，地域のフォーマル，イン
フォーマルな社会資源との連携・協働といった
コミュニティワークなど，保護者を対象とした
ソーシャルワーク機能を新たな職務としてあげ
ることができる。
　こうした，保育所や保育士に求められるソー
シャルワーク機能（以下，保育ソーシャルワー
ク）について，伊藤ら4）は，2008年に改訂され
た保育所保育指針「保護者に対する支援」に基
づき，①保護者の状況を理解し主体性を尊重す
る「権利擁護機能」，②自己実現を目指した課
題達成が可能となるよう支援する「側面的支援
機能」，③社会福祉サービスの提供と関係機関
と連携していく「調整機能」，④保護者と共同
で問題解決に取り組んでいく「パートナーシッ
プ機能」の 4 つをあげている。また，鶴ら5）は，
保育ソーシャルワークに関する文献レビューの
中から，それらの機能について，①保護者と保
育者の日々の関わりの中で行われている子育て
相談などに関する「相談援助機能」，②保育所
と各種社会資源との相互の連携やネットワーク
形成に関する「連携機能」の 2つが主な機能で
あったと報告している。いずれの報告も，保護
者との信頼関係を基軸とした相談支援やその家
庭全体を支援していくために必要な関係機関と
の連携・協力について重要視していることがわ
かる。しかし，その一方で，保育所や保育士が

これら保育ソーシャルワークを適切に果たすた
めには，アセスメントに基づいた支援計画を立
案することや職員同士の共通理解や組織的な対
応など，運営・管理面に克服すべき課題がある
ことを指摘している。実際の保育所における実
践例としても，保育士が保護者に対して保育
ソーシャルワークを展開するにあたり，職員間
での連携や協力が難しい6），何をどのように進
めていけばいいのかという疑問や葛藤を抱えて
いるという報告もある7）。これらの報告は，保
育士が保護者に対し保育ソーシャルワークを展
開していくうえで，保護者やその家庭などの支
援すべき対象へのアセスメントができていない
以外に，保育所内でのサポートや協力・連携な
どの組織体制が十分に構築されていないことな
ど，先に指摘している内容を示唆するものとい
えよう。つまり，今後は，子どもや保護者など
の人を対象としたアセスメントだけでなく，保
育士や保育所といった，いわば，支援する側の
環境についてもアセスメントしながら，保育
ソーシャルワークを展開していく必要がある
（図 1）。
　従来の保育ソーシャルワークに関する研究は，
前述したように，保護者に対する直接的な相談
支援8）－10）や，保育所と他の関係機関やイン
フォーマルな社会資源との連携11）－13）に関する
ものが多い。そうした中において，保育ソー
シャルワークの運営・管理面に着目した研究と
しては，丸目14）や今堀15）による報告がある。丸
目は，保育士と保護者が十分にコミュニケー
ションできていない要因に，関わる接点や時間
の少なさを指摘しており，保育士の勤務時間の
見直しや保護者との関わりに専念できる人材を
確保するなどの組織体制について課題があると

図 1　保育ソーシャルワークの構成概念
保育ソーシャルワーク
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している。また，今堀は，保育所におけるスー
パービジョン機能について，職員の共通理解を
図ることや精神的サポートを実施していく他に，
保育士に支援者としての基本的態度やソーシャ
ルワークに関する基礎知識を教育していくこと
も必要であるとしている。このように，保育
ソーシャルワークは，保育士が保護者やその家
庭を支援していくために必要なスキルを獲得す
るとともに，それをサポートする組織としての
実践環境を整備していくことが求められている。
しかしながら，これら実践環境の構成概念につ
いて検討した研究は少なく，その具体的な内容
はほとんど把握されていないのが現状である。
　したがって，本研究では，保育士個人として
必要な支援スキルだけでなく，保育所組織とし
ての実践環境に着目した保育ソーシャルワーク
の構成概念を明らかにし，実践環境をアセスメ
ントするための尺度を開発することを目的とし
た。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　「保育ソーシャルワーク」の質問項目の
選定

　本研究における保育ソーシャルワークに関す
る質問項目については，既存の評価尺度として
作成された「保育士のための自己評価チェック
リスト」16）17）「新保育所保育指針に基づく自己
チェックリスト100」18）「第三者評価内容評価基
準ガイドライン（保育所版）」19）の「子育て支援
（地域に対する子育て支援は除く）」と「保護
者支援」の中から，40項目を採用した。これら
40項目は，ソーシャルワーク実践の構成要
素20）21）である「価値」「知識」「方策」「方法」
を基準に選択した。質問項目の表現については，
回答に対応するよう語尾に若干の変更を加え作
成したが，内容そのものは変更していない。そ
れぞれの質問項目への回答は，「必要がある」
「やや必要がある」「どちらともいえない」「あ
まり必要がない」「必要がない」の 5件法で評
価した。

（ 2）　調査対象と調査方法
　長野県保育園連盟保育部会に所属する保育園
を調査対象とし，調査協力を得られた34園
（89.4％），480名（89.6％）の常勤の保育士を
対象にした。それら調査対象となる保育園に質
問紙を配布し，記入後質問紙を郵送してもらう
郵送留置調査法を行った。
　調査は，2017年 2 月15日～ 3月31日にかけて
実施し，回収数は350名（回収率72.9％）で
あった。回収されたサンプルの中から，保育
ソーシャルワークに関する40項目において，無
回答数が全体の 5％以下（ 2項目以下）であっ
た346名（有効回収率72.1％）を本研究の分析
対象者（表 1）とした。

（ 3）　分析方法
　分析方法として，保育ソーシャルワークの項
目に対し探索的因子分析を行った。信頼性につ
いては，内的整合性（Cronbachのα係数）を
算出した。分析には，統計パッケージソフト
SPSS（Ver16.0）を使用した。

（ 4）　倫理的配慮
　倫理的な配慮としては，研究目的と内容，調
査票の配布と回収の手順，調査結果の取り扱い
などを，事前に園長に対し書面および口頭で説

表 1　分析対象者の概要
人数 ％

性別（ｎ＝346）
　女性 337 97.4
　男性 9 2.6
年齢（ｎ＝335）
　20歳代 84 25.1
　30歳代 67 20.0
　40歳代 90 26.9
　50歳代 85 25.4
　60歳代 9 2.7
職種（ｎ＝346）
　保育士 279 80.6
　主任 32 9.2
　園長 23 6.6
　その他 12 3.5
経験年数（ｎ＝343）
　 3年未満 36 10.5
　 3～ 5年 54 15.7
　 6～10年 79 23.0
　11～20年 99 28.9
　21年以上 75 21.9
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明し，了解を得たうえで調査への協力に対する
同意書に署名をしてもらった。その後，保育士
より自記式無記名で回答した調査票を個別の封
筒に入れて密封し，それぞれの保育園から一括

して返送してもらうようにした。なお，本研究
は，九州保健福祉大学倫理委員会の承認（平成
28年 8 月 9 日No.16-020）を得て実施した。

表 2　保育ソーシャルワークの因子分析結果（Promax回転後の因子パターン）
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

第 1因子：権利侵害の知識とその対応方法
　17 　虐待が疑われる保護者や子どもの状態や行動など，虐待等権利侵

害に関する知識を身につける 0.85 -0.05 0.06 -0.07 0.05 -0.09
　18 　虐待等権利侵害を発見した場合の対応等について，保育所（園）で

のマニュアルを整備する 0.73 -0.07 -0.08 0.07 0.10 0.06
　19 　虐待等権利侵害の「対応マニュアル」に基づいた，職員研修を行

う 0.73 0.25 -0.14 -0.01 -0.10 0.04
　20 　虐待等の疑いがある場合，児童相談所や関係機関などに照会，通

告を行う保育所の体制を知っておく 0.72 -0.05 0.15 0.00 -0.10 0.06
　14 　虐待等権利侵害の兆候を見逃さないよう，子どもの心身の状態や

家庭での養育の状況を把握する 0.56 -0.11 0.06 0.01 0.00 0.28
第 2因子：子育て支援のための知識と活動
　13 　子育て支援に関する地域の関係機関や団体などの人材を積極的に

活用する -0.14 0.84 0.00 -0.04 -0.07 0.08
　12 　子育て支援に関する地域の関係機関や団体などと情報交換や交流

を図る 0.09 0.82 -0.09 -0.17 -0.06 0.11
　 9  　保育実践の内容やねらいについて，保護者の理解を得るため，懇

談会や個別面談などの機会を設ける -0.03 0.55 -0.04 -0.06 0.11 0.02
　33 　日常的なネットワークづくりを地域の各機関や団体が行っている

ことを把握する 0.14 0.49 0.22 0.15 0.03 -0.09
　31 　自身の保育所が所在する地域の子育てや保育に関するニーズにつ

いて把握する 0.02 0.49 0.12 0.16 0.13 -0.04
　32 　保育所の苦情解決システムについて，保護者に説明し周知する -0.06 0.48 -0.01 0.23 0.16 -0.12
　11 　子どもの医療や保健に関する問題について，連絡・相談する外部

の関係機関などをよく知っておく 0.13 0.42 0.15 0.03 -0.02 0.06
第 3因子：家庭・保護者との援助関係
　37 　保護者や家庭のプライバシーや守秘義務について，理解する -0.12 0.08 0.73 -0.12 0.00 0.23
　 5  　日々のコミュニケーションにより，保護者との信頼関係を築ける

ようにする 0.01 0.00 0.65 -0.03 0.12 -0.09
　 3  　子育てや就労を支えるために，保護者の気持ちに配慮しながら接

する 0.23 -0.02 0.54 0.10 -0.16 -0.13
第 4因子：支援の限界と専門機関との連携の理解
　39 　保護者や家庭への支援を行うにあたって，保育士や保育所には限

界があることについて理解する -0.07 0.01 -0.01 0.80 -0.13 0.02
　38 　保護者に保育士や保育所の考えを押し付けたりせず，保護者が自

ら選択して解決できるよう支援する 0.08 -0.15 -0.01 0.60 0.20 0.00
　40 　自身の保育所で解決できない問題については，他の専門機関と連

携する -0.01 0.03 -0.07 0.57 -0.04 0.29
第 5因子：保育所内における情報共有
　23 　保護者や家庭に関する情報は，担任保育士 1人だけでなく，関係

職員で共有する -0.12 0.02 0.02 0.02 0.62 0.09
　27 　保育士や保護者との間で交わされた相談内容を記録し，関係職員

で共通理解する 0.04 0.01 0.02 0.02 0.61 -0.03
　16 　虐待等権利侵害となる恐れがある場合，予防的に保護者の精神面

や生活面の支援を行う 0.26 0.12 -0.06 -0.20 0.44 -0.01
第 6因子：保育所内における職員の連携
　36 　保育所や他の職員への批判を軽はずみにしたり，内部の事情を他

へ漏らしたりしないようにする -0.03 -0.10 0.38 0.00 0.06 0.58
　35 　早番や遅番で保護者からの伝達事項があるときは，メモを取り，

担任保育士へ確実に伝えるようにする 0.08 0.17 -0.10 0.09 -0.06 0.45
　34 　職員会議等で各クラスの状況報告を聞き，担任ではなくても各ク
ラスの様子を把握する 0.18 0.09 -0.11 0.10 0.14 0.43

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

Ⅰ - 0.65 0.24 0.51 0.48 0.31
Ⅱ - 0.41 0.55 0.57 0.29
Ⅲ - 0.23 0.44 0.45
Ⅳ - 0.48 0.24
Ⅴ - 0.28
Ⅵ -
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Ⅲ　結　　　果

（ 1）　探索的因子分析の結果
　まず，保育ソーシャルワークに関する40項目
の度数分布を確認し，いくつかの項目で偏りが
みられたが，いずれの項目も保育ソーシャル
ワークを包括的に把握する上で重要な内容が含
まれていると判断し，すべての項目を分析の対
象とした。
　次に，保育ソーシャルワークに関する40項目
に対して主因子法による因子分析を行った。固
有値の変化（11.75, 2.39, 1.91, 1.66, 1.43, 
1.31, 1.13, 1.10, …）と因子の解釈可能性を
考慮すると， 6因子構造が妥当であると考えら
れた。そこで再度 6因子を仮定して主因子法・
Promax回転による因子分析を行った。その結
果，因子負荷が0.40を基準に設定し，それを満
たさなかった項目および 2つ以上の因子に0.4
以上の因子負荷を示した16項目を削除し，24項
目に対して再度主因子法・Promax回転による
因子分析を行った。Promax回転後の最終的な
因子パターンと因子間相関を表 2に示す。なお，
回転前（抽出後）の 6因子で24項目の全分散を
説明する割合は49％であった。
　第 1因子は 5項目で構成されており，「虐待
が疑われる保護者や子どもの状態や行動など，
虐待等権利侵害に関する知識を身につける」
「虐待等権利侵害を発見した場合の対応等につ
いて，保育所（園）でのマニュアルを整備する」
などを表す項目が高い負荷量を示していたこと
から「権利侵害の知識とその対応方法」とした。
第 2因子は 7項目で構成されており，「子育て
支援に関する地域の関係機関や団体などの人材
を積極的に活用する」「子育て支援に関する地
域の関係機関や団体などと情報交換や交流を図
る」などを表す項目が高い負荷量を示していた
ことから「子育て支援のための知識と活動」と
した。第 3因子は 3項目で構成されており，
「保護者や家庭のプライバシーや守秘義務につ
いて，理解する」「日々のコミュニケーション
により，保護者との信頼関係を築けるようにす

る」などを表す項目が高い負荷量を示していた
ことから「家庭・保護者との援助関係」とした。
第 4因子は 3項目で構成されており，「保護者
や家庭への支援を行うにあたって，保育士や保
育所には限界があることについて理解する」
「保護者に保育士や保育所の考えを押し付けた
りせず，保護者が自ら選択して解決できるよう
支援する」などを表す項目が高い負荷量を示し
ていたことから「支援の限界と専門機関との連
携の理解」とした。第 5因子は 3項目で構成さ
れており，「保護者や家庭に関する情報は，担
任保育士 1人だけでなく，関係職員で共有す
る」「保育士や保護者との間で交わされた相談
内容を記録し，関係職員で共通理解する」など
を表す項目が高い負荷量を示していたことから
「保育所内における情報共有」とした。第 6因
子は 3項目で構成されており，「保育所や他の
職員への批判を軽はずみにしたり，内部の事情
を他へ漏らしたりしないようにする」「早番や
遅番で保護者からの伝達事項があるときは，メ
モを取り，担任保育士へ確実に伝えるようにす
る」などを表す項目が高い負荷量を示していた
ことから「保育所内における職員の連携」とし
た。

（ 2）　内的整合性の検討（表 3）
　内的整合性を検討するためにα係数を算出し
たところ，「権利侵害の知識とその対応方法」
でα＝0.85，「子育て支援のための知識と活
動」でα＝0.85，「家庭・保護者との援助関
係」でα＝0.67，「支援の限界と専門機関との
連携の理解」でα＝0.70，「保育所内における
情報共有」でα＝0.62，「保育所内における職
員の連携」でα＝0.61となっており，第 1因子，

表 3　下位尺度の記述統計量とα係数
平均値 標準偏差 α係数

権利侵害の知識とその対応方法 23.6 2.0 0.85
子育て支援のための知識と活動 30.7 3.7 0.85
家庭・保護者との援助関係 14.7 0.8 0.67
支援の限界と専門機関との連携の理解 14.3 1.2 0.70
保育所内における情報共有 13.8 1.4 0.62
保育所内における職員の連携 14.6 0.8 0.61
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第 2 因子，第 4因子はともに十分な値が得られ
た。

Ⅳ　考　　　察

　本研究では，保育士や保育所などの支援する
側の環境に着目し，保育ソーシャルワークの構
成概念を明らかにすることを目的とした。その
結果，本研究において作成した尺度の総得点
（平均値＝111.8,標準偏差＝7.4）は，ヒスト
グラムで分布を確認したところ正規分布であっ
た。これは，総得点が平均値を中心に低得点か
ら高得点の全範囲にわたっており，本研究の
データが信頼性・妥当性の検証に用いることの
できる偏りのない適切なデータであることを表
している。
　探索的因子分析では，16項目の削除はあった
が，実践環境としての保育ソーシャルワークを
構成する概念として 6つの因子が抽出された。
第 1因子として抽出された「権利侵害の知識と
その対応方法」は，保育士の職業倫理として，
保護者に対する尊重や主体性などの権利を優先
するのではなく，児童の最善の利益を最優先に
考えていることなどを理由として解釈すること
ができる。また，第 2因子「子育て支援のため
の知識と活動」，第 3因子「家庭・保護者との
援助関係」，第 4因子「支援の限界と専門機関
との連携の理解」については，伊藤4）や鶴ら5）

が提示した機能と同様の結果となっており，第
5因子「保育所内における情報共有」や第 6因
子「保育所内における職員の連携」は，先行研
究6）7）で指摘されている問題意識が本研究にお
いても支持され理論的構造としても一致してい
た。さらに，これら 6つの下位尺度を構成する
項目が同一因子に0.4以上の因子負荷量を有し，
構成概念の妥当性がある程度確保していること
も示唆された。
　また，尺度の信頼性，内的整合性の指標であ
るクロンバックのα係数は，第 1因子，第 2因
子，第 4因子においては0.7以上，第 3因子，
第 5因子，第 6因子は0.7未満であった。尺度
の信頼性を確保しているかどうかを判断するた

めの明確な基準は存在していないが，「0.8以上
であれば信頼性は高いといわれ，0.7以上では
中程度の信頼性，0.7を切ると信頼性は低い」
と一般的には解釈されている22）。しかしながら，
第 3因子，第 5因子，第 6因子のα係数は，い
ずれも0.6以上であったことから尺度の信頼性
として低すぎるということではなく，項目数が
5項目以下（ 3項目）であったことが比較的に
低い数値になった理由として考えられる。した
がって，第 3因子，第 5因子，第 6因子のα係
数は低めであったが，項目数が少ないことなど
を考慮すると，すべての下位尺度の内的整合性
は，ある程度確認されたと考えられる。
　以上の知見を整理すると，保育士や保育所が
ソーシャルワークを展開していくうえで，従来
の研究において指摘されている相談支援や他の
関係機関との連携などの基本的機能や，保育所
内の情報共有や職員連携などの実践環境の構成
概念が明らかになったことは，本研究における
一定の成果であった。とくに，他の関係機関と
の連携については，知識だけでなく普段からの
交流を図ることや，その認識として保育士や保
育所の支援の限界を理解することに相関がある
ことは従来の研究ではほとんど指摘されておら
ず，今後の連携のあり方について重要な示唆が
得られたと考えている。また，保育所組織とし
ての運営・管理面については，児童の権利侵害
に対する組織的対応とそのための教育的支援や，
ある特定の問題において担当保育士 1人の問題
とするのではなく，保育所全体で保育士をサ
ポートしていくスーパービジョンの必要性が改
めて示唆された23）。
　本研究の課題については，第 1に作成された
尺度の信頼性と妥当性を検証することが求めら
れる。具体的には，信頼性については，0.7未
満の下位尺度も認められた。そのため，今後は
さらに質問内容の表現や項目数を増やすことを
検討していく必要がある。また，妥当性につい
ては，確証的因子分析（ 2次因子構造型の多重
指標モデル）の検討を行い，より確実なものに
発展させていく必要がある。第 2に，尺度を実
際の保育現場で活用しやすいよう，実用化のた
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めのツール開発もあわせて行っていく必要があ
るだろう24）。

謝辞
　本研究にあたり，アンケートにご協力いただ
きました長野県保育連盟と各保育園の先生，皆
様に深く感謝いたします。

文　　　献
1 ）厚生労働省．平成28年国民生活基礎調査の概況，
世帯構造及び世帯類型の状況．（http://www.
mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa16/
dl/02.pdf）2017.7.6．

2 ）厚生労働省．平成27年版厚生労働白書．149-50．
3 ）厚生労働省．保育所保育指針解説書．東京：フレー
ベル館，2008．193-8．

4 ）伊藤利恵，渡辺俊之．保育所におけるソーシャル
ワーク機能に関する研究－テキストマイングによ
る家族支援についての分析－．健康福祉研究　
2008； 5（ 2 ）：1-26．

5 ）鶴宏史，中谷奈津子，関川芳孝．保育所における
生活課題を抱える保護者への支援の課題：保育ソー
シャルワーク研究の文献レビューを通して．教育
学研究論集　2016；11：1-8．

6 ）石川洋子，井上清子．保育者におけるカウンセリ
ング学習ニーズ－埼玉県内の保育所・幼稚園の保
育者調査から－．文教大学教育学部紀要　2009；
43：25-30．

7 ）北濱雅子，清水年志子，廣瀬三枝子．保育所にお
ける子育て支援の実践（ 1）Ｎ園保育士への調査
から．香川短期大学紀要　2011；39：9-17．

8 ）蘇珍伊．保育所におけるソーシャルワークの機能
に関する研究－保育士の役割に焦点を当てた質的
内容分析－．現代教育学研究紀要　2008；1：79-
88．

9 ）米山珠里．保育所におけるソーシャルワークに関
する現状と課題－弘前市内の保育士に対するアン
ケート調査結果を中心に－．東北の社会福祉研究　
2012；8：47-60．

10）金山美和子．「気になる保護者」に関する保育者の
意識と支援．長野県短期大学紀要　2014；69：
167-73．

11）山本佳代子．保育所を中心とした地域連携の現状
と実践的課題－保育ソーシャルワークの観点か

ら－．山口県立大学社会福祉学部紀要　2014；
20：105-20．

12）石田慎二，前迫ゆり，智原江美，他．保育所にお
けるソーシャルワーク援助．研究紀要　2004；
12：9-17．

13）石田慎二．保育所の子育て支援に対する意識とソー
シャルワーク機能に関する考察．社会福祉士　
2006；13：109-15．

14）丸目満弓．保護者支援の前提となる保育士と保護
者間のコミュニケーションに関する現状と課題－
保護者アンケートを中心として－．大阪総合保育
大学紀要　2014；9：173-94．

15）今堀美樹．保育ソーシャルワーク研究－保育所に
おけるスーパービジョンの適用方法をめぐって－．
神学と人文　2005；45：147-54．

16）民秋言．保育士のための自己評価チェックリスト．
東京：萌文書林，2004；33-6．

17）民秋言．保育士のための自己評価チェックリスト：
幼稚園教諭・保育所保育士・認定こども園保育教
諭－保育者の専門性の向上と園内研修の充実のた
めに－．東京：萌文書林，2015；33-4．

18）保育総合研究会．新保育所保育指針に基づく自己
チェックリスト100．東京：世界文化社，2009；
29-34．

19）全国社会福祉協議会．福祉サービス第三者評価内
容評価基準ガイドラインにおける各評価項目の判
断基準に関するガイドライン（保育所版）平成28
年 3 月 1 日（http://www.shakyo-hyouka.net/
guideline/bs280301_2ball.pdf）2016.12.4．

20）太田義弘，秋山薊二．ジェネラル・ソーシャルワー
ク－社会福祉援助技術論－．東京：光生館，1999．
27-9．

21）太田義弘．ソーシャル・ワーク実践とエコシステム．
東京：誠信書房，1992．34-6．

22）浦上昌則，脇田貴文．研究における測定．心理学・
社会科学研究のための調査系論文の読み方．東京：
東京図書，2008；31-54．

23）若宮邦彦．保育ソーシャルワークとスーパービジョ
ン．熊本学園大学論集「総合科学」2008；14（ 2 ）：
1-24．

24）太田義弘，中村佐織，安井理夫．高度専門職業と
してのソーシャルワーク－理論・構想・方法・実
践の科学的統合化－．東京：光生館，2017．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


